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月の地

⑩

質学

搬月の鯉腺についての葛つの仮説

いままでは主として月の表面の地質学的問題紀つい

てのべてきたカミさいごぽ月食録のもつ21湯の問題

つまり月の起原や年余の問題などについてのべてみ

たいと思う.

月の起原についてはよく知られているように有名

な3つの仮説がある珀すなわも月は地球の一部が分

裂してできたという説(親子説)月も地球も同じ場

所で同じころ一緒につくられたという説(兄弟説双

子説)月は排球にとらえられた天体だという説(捕か

く説他人説)の3つである｡

凄ずはじめにこの3つの説がどんなものかを少し

放かめてみることぽしよう.

窮一の仮説(分嚢縫漂鋭親乎融)

月は地球の一部が分かれてできたものだというこの

盲くから有名な説は生物進化論で有名なCh弧1§

『屯)

れてしまったものでもたさそうで

起原説をとなえている人がある｡

くこと曇こしよう,

現在でも新しい分裂

その例を紹介してお

㌧噂〉
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第1図地球秘らの分裂紀ぶる肩の誕生を示す図

Sり.畑鵬(脳9)茗0.U.Wise(ユ963)による

たと完はR,んLyttI蜘双(196宴)ほ月の起原は一

種の分裂説で説明できるというのである｡彼ははじ

め地球1火星1月を含めた源始惑星があったと考克る｡

ぼう火墨はとび去り太陽の襲わりをまわるようになっ

たというし想いである､

な曹こんなことを考えたのかというとLyttIeto滋の�



一滋一

計算によると原始惑星が分裂して2つはなるばあい

その質量比は10:1にたら在ければならない｡月の質

量は地球の質量の約80分の1だから月が地球から単碑

で分かれたという考えはぐあセ･がわるい.いっぽう

･火星の質鐙は地球の9分の1であるので火屡が地球と

分離した可能性はありうる.このようなことから上

はのべ花よ=う枚分裂の過程か考えられたのである｡

分裂説の変形はJ.んぴkee如(エ969)によっても擬

唱されている.彼は質盤比の困難を解決するために

原始月が地球から分がれたときほその質量は地球刎0

分の五であると考えだ.しかし分裂後のは浮しいエ

ネルギｰ放散期にその物質と角躍動量の大部分淋失な

われたのである.彼は月秘現在の大きさに匁る凄で

原始月の表面から物質のはげしい蒸発茄潟こつ花てあ

ろグと想像している.

RGo厳命h(1966)はもし月が地球の臨界距離

(地球半径め10倍)の中で形成されたならばそれは赤道

面軌道を形成したであろうし､現在は黄道薗内に存在す

べきであるとのべた.Go1dreichの計算は月の起原

をう凄く説明できるものではない淋しかし竜至狐鍋悦1e

の困難を無視するなら陸もっとも魅力的な可能性は

(竃)進化の第ユ段階

獲い原始むん状星鐘と多数の惑星の

芽の生皮から慈璽⑳形戯

第2図宇宙塵の集積による惑星(衛星)誕生を示す図

(O.Yu.Sch㎞dt(1958)による)

地球の半径刎0～30倍の距離のあいだでの凝集による形

成であるとN.Wade(1969)はいっている.Hn

Ureyもいっているように連星系説における問題は

原始地球と原始万カ…原始塵雲から凝集したときその

あいだの重力による引力は増大し月の軌道速度は万

カ基地球にぶつからないようにまたは太陽をまわる軌道

にとび去ってし漢わないようにう裏く調整されねばな

らなかっ花であろうということである.これは2

つの天体のあいだの質量と負運動量にとくべつの条件.

を必要とする.

のなかの金属粒子カミなくなったあと主として残され･た

非金属粒子が集積してできあがったあいうわけである.

こう考えると都城秋糖(1967)ものべているように

月は地球と一緒に形成されたものの同格な形で生まれ

たのではなくはじめから衛星として本質的に地球の

衛星として形成されたものとい火を紀なるかもしれ

たい.

第ゑの仮説(捕か《説微人翻

これは月が地球とは別の惑星の一つとして形成さ

れたものが地球に接近して地球の副カ海とらえられ

たものだという説である､害い蓄んα工F.Mac-

Don拙(1964)は地球による月の捕かくぱかりでな

く月の現在の軌道の確立をもみちびい花地球と月の力

学的に可能在軌道を計算した.それ紀もとづいて捕

かくの過程をだどってみるとつぎのようになる,

捕かく説終よると月はもともと太陽の濠わりをまわ

る小型の惑星であった.その軌道の一例を示すと第

3図のabのようになる.地球と月のこのときの軌

道の傾斜は約5､あった.捕かくはおそらく月か

地球ぬ近づいて地球の辛径の10傍以灼の距離のところ

を通ったときおこった.ごの接近淡おこったときの地

球と月の位置関係は第3図｡にも示してある,この�
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ると捕かくがおこ扱われたのは約17,5億年も前のこと

でそのとき地球の自転轍は地球の軌道面1ζほとん

ど平行であった.つづいて月は急速ぽ地球に遊づい

て書て(2)数百万年以内には地球の串径の簑.7倍の距

離(樽シ塊の限界)に漢で達した｡潮汐蜜慈つカはそ

の後地球の自転周期をおくらせ月をとおくへおしや

ってし護顯恕,繍かく後1000万年も淀たないあレ)だに

肩は地球から地球の串儀の蛎傍の顧離に蜜で離れ(4)

5Q⑰O万年後はは鋤倍の顧離紀襲で離れた15)｡かくして

現葎は(6)のよう液状態ぬおちっい花のである自このよ

うな摘かく説の考えかたは偶然的要素がつよいので受

け入れ鳶晩いという人もいるがこの考えのほ

う琳いろいるな事実をうまく説明できること

秘多くあって汰が汰が人気は高い｡

たと克は節回にものべ花ようは月の形は

非静水圧平衡形で地割輔い淀ほうにややふ

くらんでいる｡しかも月の3軸の主慣性能

率の比は月が鉤球からどのよう恋向きの状態

紀勘ったとしてもその位置で平衡状態はあっ

山100

一滋薄半径
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鯛図輔かく繍巴もとづく繍か⑭遇穰を爺す図

`8〕と{リヨ煮かく商竜⑳覇蟻祭と潤の竃厄遺蓬=示す

lo汰腸からみ淀を嚢の飽餓と潟の舷置関係

.(α工孔晩搬鰯滅鮎蕃)

第遂鰯月が地球1ζ摘かく嚢れてから今筒⑳状繍こ潟ちつくまでの軌道の変化

(G.5.災｡滅鮒泌繊狙組6による)�
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33月の起原と年令の問題点

さいきんオｰストラリアのA.亙R{狙gwooδ(!970)

はいままでの3つの仮説の反省とアポ町エ号紀よっ

てもたらされた月面物質の検討のラ免に立って新しい

起原論を発表した.らぎにはその紹介と問題点をの

べることにしたいと思う.

彼はアポロ11号の持帰った玄武岩質火成砦が地球

上の玄武岩質岩石によく似ていることから月の起原は

地球の起原と密接放関係をもっている花ろうと考えてい

る.しかし彼は月の岩石と地球上の岩石の明らかな

相異点にも左肩し分裂説や兄弟説には反対している.

しかも摘かく説にも疑問を示してい去のである出たと

えば摘かく説では月の密度淋低いこと淋十分説明で慈

恋いし月と地球の岩石の酸化状態や組成のちがい月

面のクレｰタｰの形と分布か説明できないというのであ

る.そこで彼は月と地球の岩石の全体酌な類似性を

十分説明で慧凄た両者の成閃的関係や観察上の相異を

十分説明できる新しい仮説秘必要であると誇えた.

月の歴史をたどっていくと月はかって減シ皿の限界

にあったことは起原のいかんにかかわらず確かである

と思われる.彼ばこ1のことを監視し現在の肩の物質

はもともとはロシュの限界内ぽあって微惑星体(pレ

anet㈱1王工1a}§)の集合した環(納玉雌脈夏三㎎)をつくって

いた物質からもたらされたものであると考えた｡この

ようた考走から幻､⑪泌(醐エ)は泳では凋はこ

のような§拙狐ent･rin葛(それは土星の熱乙似ているカ§

もっとmaSSiVe液ものである)の凝集によってつくら

⑪太陽と惑星は太陽ヴ)組成をもっもともと冷たいカスｰ塵

雲からの凝簾艦樹はってっくら帆た

②惑星の形成の慮繭に塵粒子はいるいるな大慈蜜(拍そ1きく

王～106㎝〕)の微惑星体に凝集した

(籔微惑星体の組成は一般飾にタイフけ)炭素質コンドライ

トに似たものであ撒淀｡辻の総成は熱力学的平衡に近い

状態での冷たい太陽星雲の圏稲と恩含)れるものに芽贈する

④地球は冷れ･太陽星雲のなかの原始微惑星体から慮擦終凝

簾したという博単一段階仮説拝をとる

⑤地球の大都分の凝集は工⑪0万年またはそれ以内亭)オｰダｰ

の時間のうち1ζおこりた

一⑥地球の形成のすぐあとぽ太陽グ)高輝度期があり強い太陽

風の影慈ようで太陽星雲の質量が炎波われ地球型惑星から

も原始大気がうばわれ花

以上の条件はもとづいて地球の発展過程をかんたん

な図表で示すと第δ図のように怒る一

このような仮説によれば原始地球は主としてCO

とH2からなり少量の気化した珪酸塩をもつ濃い原

始大気をもっていたと思われる.この原始大気の質量

は原始地球の質量の20～δO%とみつもられる､地球

凝集後原始地球の香気は太陽の高輝度期の弾い微粒

子放射によって吹きはらわれた･大気が膨張させられ

冷却させられたのち金属と酸化物の混合体は地球の

まわりの微惑星体の§edimen甘i㎎に集められた｡っ

づいてOpi良の仮説のように鰍五三雌nトri㎎は凝集し

て月になっブごのである.

Sedi血㎝ト碧玉囎をつくった微惑星体は究極的には地

球の半径の6倍も外側にひろがり地球のまわりに円盤

(挑｡)をつくりたものと思われる.それがOPikの

いうように円盤は不安定た状態になり月をつくるよ

うに凝集したのであるという.

ところでこの仮説によれば月と地球のあいだの密

嵯めちがいはどう説明するのであろうか苗工つの考

えとしては第隻図の地球め成長過程においてstageV

の濃密底原始混合物質の蒸気が･協ge〕Vからの密度の低�
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いMgS1O葛でうすめられることによって必然的に月

のほうカミ密度が低く恋っ怒と考えるζとである｡もう

以上カ麦R地双◎Qdの月起原論の大要である｡彼は

この仮説を先にのべたいわゆる3つの仮説とはちがっ

花新しい説であるとのべているが築者の感ずるとこ

ろでは第2の仮説(兄弟説)の一種の変形のようぽ思

われる.たしか1こ新しい説ではあろうが説得力ぽ乏

しいと思われる個所も少なくないように思われるので駆

る｡凋のほんとうの起原がいわゆる3つの仮説のど

れか恋のか勘るいはもっと別の成園たのかはいまの

ところまだ緒論を出せる段階ではとうていない｡

月の起原の解明には刀自身の.多角的研究が必要なの

はいうまでもないがそれ想けでは不十分なζとも確か

である吉月1地球を含めた太陽系の全部の惑星一と

くに地球型惑墨一の運動や性質およびそれらの歴史

を追求してゆくための比較惑星学的研究がとくに必要

であろう.そしてこのような研究はきわめて息の

長い性質のものであるからすぐ結論を出せるわけはな

いしまた出す必要もないであろう.結論を急ぐあ凄

りハッタリ的な説が横行しては困るのである.

,叙てい裏まであらわれてきた多くの成因論は

べ慧多くのものをもっているように思われる｡

陽系の成因に肉薄すべき大蓄な展望をもった

アプロｰチが必要なのではなかろうか｡

ところで月の起原の問題に密接な関連をもってくる

ものとして月の年令の問題がある.そしてこのほう

はさいきんのアポロによる月試料によってかなり具

体的た議論ができるように在ってきた｡それで'この

問題につい七少しふれておくことにしよう.

従来月の年令は地球の年令の約45億年と同じであ

るかそうちがわないものとばく晋んと思われてき

た,そしてこれに伴って月の地質年代区分もおこた

われ本連載の第1回胃(本誌互78号蝸9年6月)に

のべたような試案淋発表巷れていたのであった

月面の地形や物質¢)箆愈りぐあいを層位学的方法を

用いて追跡していくことによってそれらの生成順序が

判明することは周知のとおりである｡これぽよって

月面の隆のほう赫盲く海の地域のほうか新しいこをが

わかっ花のであった｡とくに海の地域はきわめそ平

担で陸にくらべたら隈石の衝突による破壊も少次い

のでおいたちはずっと新しいだろうと考える人が多か

ったのである,ところがアポロ11号の持帰った静か

の海の月試料の分析と年令測定によって海の地域か

時代的はきわめて新しいという俗説は吹きとんでしま

うことに扱ったそしてこの新しい測定は刀自身

の年令の問題ひいては起原の問題にも大書な影蓄よ

うを勅危えるζとに扱ったのである｡

アポ湾n号の凋試料年令測定の結果は最初NASA

の“屑繭試料予備研究チｰム"によって予備報告とし

て発表され危山それによると月面の静かの海の結晶

質火成岩は孤牝Ar遥⑪の測定から30～郷億年前紀生

成したものであることがわかった.これによって海

の岩石が想像以上ぽ古いことがわかり人びとは太いに

おだろいたしだいであった｡

つづいて今集王月にヒ楓一ストンで開かれた月科学

会議では屑繭物質の年令測定の結果然多くの科学者

によってぞくぞくと発表されここに静かの海の生成時

代がかなり具体的に判明したのである,その一例を

表は示してある､

多くの測定結果について共通していえることは海の

岩石がきわめて古く月の創生期に近い蜘億年も前のも

のだということである｡ところがここに大書派閥題

ヵ性じた.表をごらんいただいてもわかるように結

晶質岩刷こっいての測定値はほぼ40億年前後を示して

いるのに病礫岩と細粉の年令はそれをか恋ゆ上製わり

46億年前後の値を示していることである.
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地球の年令として広くみとめられている45億年より大き

い､これはどう解釈したらよいのであろうか.

静かの海をつくっている結晶質岩石が塩塾陸呼グ㌣､

の冷却圏繕によって生じたものであることはもはや疑

う余地がない.さらに細粉も化学組成上からは結晶

質火成岩と僅どんど大差恋くこれらの岩石カミ粉砕して

できたもの漢花は岩石と同時にで慧たものお誇克るほ

かないものである.筆者は襲えば火山潜動の項でも

のべ花よ多に海をつくっ花火山活動秘何度もくりかえ

したとき溶岩や枠屑物(あるいは砂層流)カミいく璽

にもいく重にもかさなって今日の月の海をつくったも

のと考えている.そう考走てくると岩宥の逸O億年と

細粉の総偉隼をいう隼令の大意液開慈をどう説明した

ら一よいが婁ことに困ってしまう.

そこで分析を担当した科学者の五人はたとえばつ

ぎのような見解をのべている司すなわち細粉は月の

生成当時から存在し花.その後数億年タ的て火山活

動(や広く火成活動)がさかんに狂って細粉の層の中

ば呼グ環か流出した.それがのちの複雑な過程をへて

(花と史ば瞳宥の衝突汝とによる被砕作用)今属みる

よ簑抵屑繭の表土ができあ淋ったのだというのである.

匁るほ淫このように考克れば細粉と岩石の隼令のち

がいは識朗つくかもしれない｡しかし繊細坊ぜ月

の創生期から存在したのかということ熊問題となるし楽

綱紛の層のたかにマグマが流入してく馬ような遇穣が

地質学的に考えられおかどうか閥魑のあるとごろであ

ろう.

*宇宙塵や畷肩が集積して月や地球がで嚢花という惑星起原論

の立場紀立て減細粉は月をつくっ花綴始寧蜜慶そのものと

考えることもで慈るであるう由しかし葦細粉の薬鼠成は商汀

にものべたように結晶質岩石(玄城砦質)のものとよく似て

おりいわゆる宇宙塵のそれとも隈石(コンドライト)の

それともかなリ異なりている､

このように海の物質の生成とその年余の問題につい

ては祖おかつ解決されなければならない困難な問題が

あるとはいえ遂0億隼以上も前の月の滑動のあとをとど

めているこ&だけは否定で慧ないものである.

密で海の年令秘このように古いとなると陸の牛合

はいったいどのくらいの値を示すものであろうが.残

念汰ポら現段階でほ有人宇宙船の隣への着陸は未蓬成

で陸の砦宥は入寺されていないが層位学的澄物質｡

や地形の累竃関係から陸のほう秘海よりも歯い地域で

あることだけは明らかである.くわしい検討は陸の

岩石柱入手されるまではお預けではあるか珍松くみつ

もっても磁億隼より新しいことばないであろう二

すると月の陸は月の誕生当時のそのままの表面

をあらわしているところなのであゑうか.じっさい

そのよう次考えはい漢凄で紀もかなりあったわけで月

の生成についでコンドライトそデルを蕩東淀は塾い

月の陸地はコンドライトとよく似た趨簸基燈砦の原始

地殻狂のであるという意見もあったのである｡しが

しさいきんは月の隆飽は月の内部淋か独り溶融し

たとき分別結晶作用で上方へ斜長着ポ濃集してできた

斜長岩(A独⑭此鯛1童鑓)の層でできているという考えも

ありかならずしも原始物質そのものと考克るわけにも

いかないようである.

した添って月の原始物質の集積は陸地の形成より

もさらにきがのぽることも考えられる勅けで月の年令

は4徽億年をさらに筒億年か上裳わるこ&になるかもし

れないので落る由じっさい月は地球よりも老令であ

り地球の誕生よりもずっと前に生凄れ花ものだという

考克もいくつか出されている岬もしほんとうに月

の起原のほうが首いと被ると肩の起原の3つの仮識の

うち親子説や兄弟説は成宜た液く注ゆ摘かく説(他

人説)あたりがもっとも確からしく抵ってくる.

しかしこれにも問題はある.われわれはいままで

地球の年青が蛎億年であるということをごく常識的に

受けとってき花白しかるにごの蛎億年という値か

もう再検討の要のないものかというとげっしてそうで

はないように思われる.

われわれがい望まで欝織としてき花地球の隼令は隈

石の年令をもと犯してきめたものである.つまり腹

石の年令は勘球の年制ご等しいという彼定にもとづい

ているのである､しかしい凄われ移れ淋みる隈石と

地球がまっ花く同じころに誕生したをいうことを積

極的に示す証拠は十分あるとはいえないのである.�
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す液わち膿石中のPb同位体比の測定1検討によ郷

て膿石母天体の肉部で鰻鎌とエイ貢ン庶茅箏ト⑳分

化淋おこったのか45億年前と計算されてい篇由そ篶て

母天体の形成とその内部での分化はほぼ同蒔批均誇党

があるのでこの45億弗をもって鰻看の年翁怒譜爽られ

ている山地球も隈石母天体の形成と同時期縫形成慈れ

たものとすれぱ地球の年令は蛎億隼としでも拙淀お

になる皇地球上のPb鉱物の形成と跳嗣位体跳鰯関

係からこのことが灌定されているが地球お鰻孫母茨体

の形成が同時期に潟こったことを示す積極的滋証鋤醜

るかどうかは異論かあって決着していない自

もしかすると今後の月の年令測定のいがん熔畿鴛て

は地球は(月も)苑億年よりもっと前淡塗存桂じで

いたかもしれないし太陽系全体がもっともっと古い

歴史をもっているかもしれないのである｡このあたり

の閥題は今後月の隼令の閥題を王つの基準にして大

いぽ議論してゆく必要があるであろう古

納周の地質挙から惑墨⑳地質挙へ

い凄までいろいろとのべてきたことからも明らかにな

っ花ように月における地質学的現象や魔史は地球の

ば齢いとよく似ているものも多くあるけれどもいっ

ぽうでは月独自の圏有のものも少なくないこと赫わか

ってきた.このよう恋月独自の鉤質学を究明してゆく

ことかこれからどういう意味をもってくるのだろうか｡

本連載の第1圃胃のはしがきにものべたことであるが

たと免ば肩面紀は太古からの音い地形や岩石がよく

保存きれている｡ごのような化石惑星ともよべる月

の講麟鞭究す躰昨わて可月の誕生挑誕鎖

時の塵輿淋･'心榊帖分秘彩てぐるζをで滋る勤篶ひ

いては地鎌の誕螢や先地質時代の探明惇も賛献す澄

とこ鳶秘三木曹い&譲多免ら鳶杉る､

き跨縫含後地球瀞凋.愁ゆでなく太陽系ゆ惑羅余糠

淋忍⑳談多潅観戚淋ら研究添すすあ塾れでいく恐滋る

う｡衣芯績金墨締火墨憾は無人擦餐体秘おくら加

研究⑳渓潔一トは切られて潟り冒下米ジ湾は火墨派

の有人字窟船発射却木墨以遼ρ惑墨へ無火探餐体を送

る計爾秘具体化慈れつっある茗''

月ゆつぎの黒標&しては以悠火墨紀は輿瞭鴬悉慾

ら丸轟刊火星は地球のすぐ外側の軌遺塾巌杓る慈鐘添

その直錘は地球の締く串分.禽転鰯燭潮は2瞬閥鍬分

自転輔の僚蜜は搬ヱぴ公転⑳周期は錫朋であ澄苗･一

そρ表あ.飽球をよく似潅鰯牽鰯褒化淋潟芯り昼筏⑫

交代愁飽球幻議畿杉濠同岱漢夢鱒潟答叡

さ蟻績火纂の譲歯総縁い勧渇怒撰様淋み蔭杓鳶

淡拭熔秒ぽくと淡側偽稼編揮硲部分暗緑種;の

部分膚綱撚締く極冠淋育塙黒瀞蕎咀.慧の登ち措

緑亀の部分は植物鰯存在する地弾照は卿､かおむか

レが島いわれて蜜淀とζる珊あ萄串該獅鋤瀞淡糠物飽

帯では液いがを誇免られて慈淀理醐副鋤･繊蛎踏驚洲

､鰯拳を通むての亀の麓化や登衣いな秘蔭愁爽気撚存在

するζを秘その理南?五っに淑ダ蔭紬て慧狂1漢た

極冠は氷か雲のつもり｡施ものと考免島れ飽球の爾極

の氷憾導厚魚はない縫じカも慾れら熔相勢沸鳶も⑳と

考免塗勅て慧施.蕊の漆う紀火墨はど葛鋤陸い蚤

あ地繊磁く似滋魚を畑惑藍と吹鵜はれて蓄た

の蹄滋鉦に鋤茎､工鰯師期嬉,黒ア,刈滋の呼

リ淡一遂号は火璽のぞぱを秘箏めて飛狩じその詮き

撮霧した火墨表繭の写真を電送すること紀成功した｡

そしてそれをみ淀多くの人たち拭アッを艦きの声を

あげたのである.マリナｰの送ってきた写真にはま

ったく月面をおもわせる多くのクレｰタ㍗添うつってい

たからである(第蟻図)､これによって従来の火星観

は根底から改めなければならなくなりむしろ月との類

似点愈欄心をひくように放ってきた｡このことは1969

年7崩蝸と8月遂日にそれぞれ火星に接近したマ

リナｰ6号と7号の撮影した写真によってもますます

疑う余地ρたいものと在ってき花(第7図参照)｡

マリナｰの写し淀写真を観察すると火星のクレｰタ

ｰにもいるいろ恋タイプがあることがよみとれる曲

火星にはわずかばかり大気カミ存在するからク㎏一タ

ｰぽも浸食をうけて平担化したと思われるものカ婁ある｡

しかしそのような二次的な変形をさし副いて考免ると

本質的には月のクレｰタｰと同じような分類カ婁成立ち

同じよラな成因添考えられるような気がする*､

誰この点についてはいずれくわしい検討を発表㌧触叱思ゆ

ている.

欝餐鰯呼翌ナｰ遷勢の鍛欝し淀火墨鰯⑳クレｰタｰの等真

(サイレン海南部導真の大慧慈左1有274km)�
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策7図叩リナｰ籔脅の騰鰺じ怒火鑑磁の夢い一孝の響糞

(療遠地帯最大逆汐泌一潔一憾蔵経王⑪0蔓鮒以ユ浦る)

火星の表面でも月薗と同じような作用がかつての

創生期から地質時代にかけてたえまなくくりかえされ

てきたのでおろうか.月でも火星でも太古の滑動の

あとをしのば世るクレｰタｰかたくさん存在するとい

うことからクレｰタｰは地球型惑星の歴史の初期に

おける普通的な産物ということもできるであろう.

おそらく大気のない水星にも多くのクレｰタｰカミ残

されているのでは杜かろうか.

地球型惑星の恋かでも地球と金星は(とくに金星は)

濃密な大気の層につつまれていて表面でははげしい浸

食作用カミすすんでいるので古い地形はことごとく失な

われている.一しかしクレｰタｰをほじめ地球型惑

星に普通的な原始地形か地球や金星にも存在した可能

性は十分誇えられるのでありこれらの惑星の創生期の

地質現象や景観を復元するのに月や火星の研究が有効

た情報を提鋲してくれることぽたるのではないかと考

えられるのである.

さらに凋をも含め花惑星濠うじの組成⑳沈較胸部

構造の鈍較地磁気締赦翰能辮の閥趨⑳検討液濠惑星

の諸性質彰蛇較検討じ愁瞭くζあ熔盗拶で慈鐙の潅衝

にせ雲葛艶鮫惑星挙(婆く終跳較慈墨鋤衡学)かこ

れからの蟹翼澄賛一双お液鶯懇ゆく湾滋る夢澄恩わ批る.

このことは地球締凋秘太陽薙の液淡焚濠⑳ぷ雪な

位置をしめ婆のよ費な存在鴬義澄愁繊鷲渇がをよ

り深く認識する淀め縫鷲籔賂要滋忽畿懇灘る自凄ら

に月や地球の起原の閥魑愁他⑯慈鐙壷含めての諸

性質の検討の恋かが蝪憾んお鳶の解決⑳影糊批ぽく

るかもしれ泳いである簑昔

入り巷らに他の惑星の物質も遠から

ず手にすることができるようにたるだろ

う.い裏や地質学の対象は地球だけ

でなく広く宇宙(といってもさしあた

っては太陽系)に談で求められる時代と

なったのである､'思えば地質学(地球

科学)は地球という一つの惑星のうえ

ぽ芽ば吏発騒してきた.それはもと

もとは地球のためのものであり地球

をより深く知ろうとするための学閥であ

った｡しかし地球をよりミ祭く知るた

めには地球心けを知ればよいというも

のではない.

地球は宇宙のなかのただ1つの小さ

な存在ぽしかすぎない.その地球が

いま漢で寧窟の物質とい麹ば鰻蝦闘浮1説るこ

とができ恋かっ次人類にとってついに月の物質が等に

宇宙のなかのどん放物質ででき宇宙のなかでどん恋位置

をしめているかを知ることも学間の観点として重要で

あろう..このような観点に立てば地球の地質学や月

の地質学は宇宙地質学おいう壮大な学閥体系のなかの

ヱつのブランチということにもたる芯ろう.将来はこ

のように広く宇宙科学の次かでの地球科学宇宙地質

学の汰かでの地球の地質学といった学閥の方向が考え

られると思うので移る.

月の地質学も宇宙地質学を体系化するための五つの

恩がかりとして重要な意義をもっていると思われる｡

少なくとも私はこのよう狂気持で月の地質学にとりく

んでいきたいと考えてお1)単なる趣味や物好きでやっ

ているのではないことをとくに強調しておきたいを思

弗琶図宇宵から忽免地球のすが液(ア泰口8号撮灘)�
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う.

35おわりに

長いあいだにわたって連載させていただい花ごの湖

の地質学ルも本稿でひと蜜ず終わらせてい怒鶯慈慧を

にしたい･昨今の月に関する情報は急速は増炎松論

文の数だけでも洪水のように勅ふれてとても淡戎で紀

員を通せるというものではない｡とくに繋煮紛お淋れ

ている環境では資料や文献に十分員淋とど秘裁璽纂

なものを見おとしている危険性が多分にある吉蜜もに

筆者の実力をもってしてはこれらの情報を十余芯液し

て適切に摂取してゆくことはとてもでき汰カ､った.

にもかかわらず本連載を書いたのは情報が多いわリ

には何か本質的に重要扱ものが忘れられているような

気淡してなら放かっ定からである｡そのためか放り

主観的な解説や論調か多く怒り本誌の性格にあわなか

った点もあるのではないかと思いおわびするしだいで

ある｡また本達識申にアポ漂寧宙船の月面差陵が

達成され新しいデｰタがぞくぞくと発表された.そ

のため最初の3回分くらいはかなり書き改める必要を

感じてγ･る､またさいきん話題をよんだ月の“マ

スコン"の問題についても多くの紙数をとってのべる

欝占籍薬餓㈱遜磁亀⑳⑳線添球)

鷲な厳鍬ζ脇撃)顯触1腕孤遂脇鮫紬董触腕⑪籔圭跳篶

婁i鰯鰍遂挑童渕㈹鱗潔繊責瞼鰍⇔鰍(鯛｡晦驚｡K鞭薮至)芋

如鮎臓鹿野搬害災遂瓢一般蓬

及黛.艶脇竃(夏96?):丁旋竃峨総齪淡セi舵M0G鷲,s旋搬舵

A胴e命曇頁､マ｡至｡2ユ6,鷲⑩.3(1967.3)言夢.61-7ゑ

N.Wa由(1969):nreeOri幽◎f伽Moo口.晦岬,

vol.223,July工9里!969享聾｡2遷3一一246

H.Alfv6n,G.A童沁搬i蝸(1969):γwoA1tema伽鎚for

theH三sto服泌重h鷺Moon,Scien鮒毒Y0言,至65,m,3888,

4Ju1y,1969垂駈夏1-17

A.E.Ri㎎wood(1970):O重19ino㍑heMo㎝一ThePre-

ciPitationHypo亡hesis,夏設アthandPbnetarySc三ence

L嚢室teτs亜Yol,8壇η◎,2,p.至31-140

牛来正夫(1968):地殻･岩屑･鉱物(地球料学講座7)共立出

版PP.218

｢.日本地下水学会

茎

工｡目名矛回45勾;ユ1二弓13目

(金)～1遂賞(二:葦:)

2.胃本地下水学会

昭和45年度

葦

秋季講演会および

見学会

�

3｡福岡市渡辺通り2

蔓

丁目電気ビル本

館12階

4.日本地下水学会･九州襲非業協会(共催)

5｡川崎市久本蝸地質調査所水資源課内筒本地下水学畿

留(◎ω86-317王(代)

･日本火山学会

1.明初45年10月31目(土)～王1月婁脈月)

2.H本火1し1学会款李大会

3.青森繰上北郡十和閉町代蟻｢博物餓ホテル｣会議蜜

4.日本火山学会

…

5東京都文京区弥生1-1-1

東京大学地震研究所内房本火山学会留(03)｡

帀

圭

813一?義慧至,

一

石欝学会

口46年11月三蝸(金)～王蝸(士)

㈮

㌮

�

�

石灰石膏学会欝4晒学術講演会及び見学会

秋田産業会館

(秋賜市中通り'夏番地留(0ユ88)3ト3868)

石沃石膏学会

石灰石膏学会東京都千代頭隊駿河台

目本大学理学部内留(03)29ト鰯工

･物理探鉱技術協会

�

㈮

㌮

遵｡

餐.

昭和45年11月u目(水)～工〕月1陥(金)

昭秘蹄度獄撃講演会

大阪府吹蘭帝千里山開酉大学内関大会館

物灘繁鉱技術協会

禅察州燥州騎帝玖奉勝地質鰯養所胸

物耀鍵鉱技術協義敏鰯)雛一郷王(代)

噸､薬艦簿維撃嚢明瞭純挙義

正｡鰐琴鱗舘互王搬蝸(属)～望鯛(火)'

婁.螂｡締陵地球化綿嚇義

婁｡藻海淡紫海灘学部(離鰯爆溝氷市折簿)

払臓鋤蹴轄1臓化擦

釜山緒閥繍薄氷帝折刷｡⑰o

燦海爽学海洋学部鰯部遼鮒

疋浅ヨ闘機嬢湧嚢仙畿欝縞嚢血畿鑑遥.談機瀞

遼籍銑(鵜翻鱗繊嚢原鵜繁騰鰯》'�


